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●福祉映画 『つむぐもの』
●社協会費
●歳末たすけあい募金
●ボランティア川柳結果
●介護予防・栄養サポーター養成講座
●各種相談

鯖 江 市 社 会 福 祉 協 議 会

公 式 　 Ｆ ａ ｃ ｅ ｂ ｏ ｏ ｋ

TSU MU GU MO NO

日 

程
12月12日（土）
13時30分～ （109分）

会 

場
鯖江市文化の館
　2階 多目的ホール

※開場は上映 30分前から
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、人数制限を行っており、入場には整理券が必要です。
整理券は 11月 30 日から鯖江市健康福祉センターで配布いたします。詳しくはお問い合わせください。

入場無料



　
今
年
度
も「
普
通
会
費
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を

賜
り
、
左
記
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、「
特
別
賛
助
会
費
、
賛
助
会
費
、

特
別
会
費
」を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方

に
ご
協
力
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
の
ご
芳
名

を
掲
載
し
、
お
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
令
和
２
年
11
月
16
日
現
在
）
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2さばえ 社協だより

令和2年度 社協会費にご理解・ご協力
ありがとうございました

～皆さまのあたたかいご協力に心よりお礼申しあげます！～

総額 円

普通会費
（特別会費含む） 5,000,503

904,120

740,185

賛助会費
（1口 3,000円）

特別賛助会費
（1口 10,000円）

円

円

円

社協会費にご協力いただいた方のご芳名を紹介いたします。

賛
助
会
員

社
協
の
活
動
に
賛
同
し
、

三
、〇
〇
〇
円
以
上
ご
協
力

い
た
だ
い
た
た
法
人
・
個
人

6,644,808
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3 さばえ 社協だより

特
別
賛
助
会
員

社
協
の
活
動
に
賛
同
し
、
一
〇
、〇
〇
〇
円
以
上
ご
協
力
い
た
だ
い
た

法
人
・
個
人

特
別
会
員

市
内
全
戸
に
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
た
会
費
の
中
で
二
、〇
〇
〇
円

以
上
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方

思いやりの心を育むために
小学生に福祉学習の機会を
提供しています。

生き生きと住み慣れた地域で
暮らすために弁護士による無
料相談を月2回開催しています。



歳末たすけあい募金運動がはじまります歳末たすけあい募金運動がはじまります

【問合せ先】鯖江市共同募金委員会
（鯖江市社会福祉協議会内）
TEL 51-0091　FAX 51-8079

　12月１日から共同募金運動の一環として行う“歳末たすけあい運動”が始
まります。
今年の募金目標金額は１,９００,０００円で、募金は次の事業等に必要な資
金として活用されます。皆様のあたたかいご理解、ご協力をお願いします。

♥70歳以上のひとり暮らし高齢者へ歳末慰問品をお届け
します。

ひとり暮らし高齢者を対象とした歳末慰問事業

♥地域福祉活動を活性化させるために公民館単位にある地
区社協に対して活動費を助成します。 

地区社協活動推進事業♥市内の小学生のみなさんが、65歳以上のひとり暮らし
高齢者の方に対して心のこもった年賀状をお届けします。

ひとり暮らし高齢者への年賀状送付事業

♥要支援者の方に、交流を図り孤独感を解消してもらうこ
とを目的に年賀状をお届けします。

要支援者への年賀状送付事業

♥支援が必要な方へ家事や外出を支援する「地域ささえ愛
サービス事業」の費用を助成します。

地域ささえ愛サービス事業

歳末慰問

年賀状送付

【
一
般
の
部
】

〇
第
一
席

　
手
が
伸
び
る
車
椅
子
か
ら
ま
た
来
て
と 

　
　
　
　
ア
キ
ち
ゃ
ん
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
（
鯖
江
市
）

〇
第
二
席

　
コ
ロ
ナ
禍
に
地
団
駄
を
踏
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
峰
隆
　
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
　
　
（
鯖
江
市
）

〇
第
三
席

　
無
に
な
っ
て
泥
を
掻
き
出
す
炎
天
下

　
　
　
　
室
田
　
い
く
枝        

（
鯖
江
市
）

〇
福
井
新
聞
社
賞

　
ひ
ぐ
ら
し
や
奉
仕
の
背
な
へ
応
援
歌

　
　
　
　
坂
下
　
和
子       

（
丹
生
郡
越
前
町
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

〇
第
一
席

　
や
さ
し
さ
で
未
来
を
作
る
お
て
つ
だ
い 

　
　
　
　
林
　
穂
花
　
　
　
（
河
和
田
小 

５
年
生
）

〇
第
二
席

　
人
の
た
め
自
然
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
西
田
　
匠
冴
　
　
（
神
明
小 

６
年
生
）

〇
第
三
席

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
れ
で
も
で
き
る
助
け
合
い

　
　
　
　
加
藤
　
楓
　    

　
（
神
明
小 

６
年
生
）

〇
福
井
新
聞
社
賞

　
暑
い
中
立
っ
て
て
く
だ
さ
る
見
守
り
隊

　
　
　
　
佐
々
木
　
聖
良
　
（
神
明
小 

６
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
省
略

4さばえ 社協だより

令
和
２
年
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
川
柳
入
選
者

　
鯖
江
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
啓

発
の
た
め
、『
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
川
柳
』の
募
集

を
行
い
、
令
和
２
年
度

は
、
一
般
の
部
八
十
九

作
品
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

一
〇
八
作
品
の
応
募
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
、

鯖
江
番
傘
川
柳
会
　
会

長
　
村
田
　
繁
一
氏
に

審
査
い
た
だ
き
、
一

般
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
合

わ
せ
て
、
二
十
八
作
品

が
入
選
し
ま
し
た
の
で
、

第
一
席
か
ら
福
井
新
聞

社
賞
ま
で
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
作
品
は
、

当
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。



社
会
福
祉
事
業
功
労

　
石
田
　
真
澄

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

　
齋
藤
　
さ
よ
子

　
石
山
　
一
恵

　
橋
本
　
和
子

　
福
岡
　
幸
子

　
水
野
　
美
智
子

　
矢
部
　
信
子

　
石
本
　
ス
ミ
子

　
竹
内
　
千
代
子

　
田
中
　
文
子

　
山
本
　
榮
子

感
謝
状

　
橋
本
　
長
生

敬
称
省
略

　
長
年
、
様
々
な
分
野
で
鯖
江

市
の
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
に

鯖
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
か

ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
る
と
と
も

に
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
に
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

「
鯖
江
市
社
会
福
祉
大
会
」は
中

止
と
な
り
ま
し
た
の
で
表
彰
状

の
お
渡
し
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

・対 象 者：市内在住で介護予防、栄養について関心があり、講座修了後に活動できる方
　　　　　　全５回参加できる方
・定　　員：10名程度　　　・受講料 ： 無料
・申込方法：電話により受付けます　（TEL.５１－００９１）　

申込・問い合わせ先　　鯖江市社会福祉協議会

日　時 会　場 内　容 講　師

第1回 開講式
オリエンテーション
＊高齢者の身体の特徴
＊栄養の基礎知識

低栄養とバランス食について

社協　大壁
県栄養士会

県栄養士会

令和３年
１月20日(水)
  9：30～ 11：30

第2回 １月26日(火)
10：00～ 11：30

認知症の基礎知識 キャラバンメイト第3回 ２月２日(火)
10：00～ 11：30

栄養サポーター活動内容説明
＊ペーパーバイキング
＊紙芝居

栄養サポーター第4回 ２月９日(火)
10：00～ 11：30

栄養サポーター活動実践
閉講式

社協　石山
栄養サポーター

第5回 ２月16日(火)
10：00～ 11：30

ふ
く
し
活
動
一
筋

〜
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
表
彰
〜

5 さばえ 社協だより

令和２年度　さばえ♡いきいきサポーター
介護予防・栄養サポーター養成講座
　　　　　　　　参加者募集！！

鯖江市では、市民のみなさんが健康で長生きできるよう介護予防、フレイル予防を推進しています。
その一環として、地域における介護予防の知識の普及・啓発や介護予防教室で参加者への声掛け等を
行っていただけるサポーターを養成します。
　今年度は栄養サポーターを養成します。栄養の知識を学んで地域で活躍してみませんか！

※第１回目のみ９：３０～からの開催となります。

アイアイ鯖江
大会議室



　鯖江市内外で芸術文化活動に活躍されている方々
や、趣味で作品づくりに励んでいる方の作品が一堂
に展示され、気に入った作品があれば自由に入札い
ただけます。
　どなたでも参加いただけますので、たくさんのご
来場お待ちしています。
　なお、収益金は社会福祉事業の振興発展に充てら
れます。

第11回歳末たすけあい
チャリティーオークション

●開催日時 令和２年12月14日（月）～20日（日）
午前10時から午後６時まで
※最終日のみ午後４時まで

●開催会場 鯖江市文化の館
　２階ロビー /談話室

●入場料 無料
●共　催
鯖江市文化協議会
北陸電力㈱丹南支社
鯖江チャリティオークションの会

6さばえ 社協だより

各種相談・交流の場の案内 　社会福祉協議会では、様々な相談や交流の場を
提供していますので、ぜひ活用してください。

無料法律相談 午後1時30分
　～午後4時30分
午後1時30分
　～午後3時00分
午後7時00分
　～午後9時00分
午後1時30分
　～午後3時00分
午後1時00分
　～午後4時00分

午後4時00分
　～午後6時00分

弁護士が法律に関する相談に応じます
※相談日の１週間前から予約開始

12月7日、14日
1月18日
12月8日、22日
1月12日、26日

たくみ会
（発達の悩み
相談会）

障がいのある児童の保護者のための相談・
交流の場です
会場　鳥羽事業所なかま

心配ごと相談 民生委員が福祉に関する相談に応じます

結婚相談 結婚相談員が結婚に関する相談に応じます

ボランティア
サロン ボランティアの交流の場です

高齢者向け
囲碁・将棋 自由に集い、生きがい・仲間づくりの場です 中止

中止

中止

中止

時間相談内容 開催日

問合せ先　アイアイ鯖江　☎51‐0091

問合せ先　鳥羽事業所　　☎51‐1839

▶社会福祉法人 鯖江市社会福祉協議会  〒916-0022 鯖江市水落町 2丁目 30番 1号 アイアイ鯖江・健康福祉センター内
▶TEL（代）0778-51-0091   FAX  0778-51-8079

▶鳥羽事業所  〒916-0017 鯖江市神明町 5丁目 5番 37号　▶TEL  0778-51-1839   FAX  0778-51-8805
デイサービスセンターなかま　放課後等デイサービスセンター・日中一時支援

総務課 　　　地域福祉・総務係 /鯖江市ボランティアセンター
介護保険課　　居宅介護支援事業所 /ホームヘルプサービスセンター /神明地区地域包括支援サブセンター
 　　　デイサービスセンター
鯖江市共同募金委員会

鯖江市高齢者・障害者日常生活自立支援センター　鯖江市障害者生活支援センター

　
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て

大
変
だ
と
言
わ
れ
だ
し
て
久
し
い
。
福

祉
の
分
野
で
は
、
お
世
話
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
高
齢
者
が
増
え
る
の
に
対
し

て
、
介
護
す
る
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

す
る
の
で
、
福
祉
が
成
り
立
た
な
く
な

る
こ
と
が
案
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
戦
後
海
外
か
ら
の
帰
国
者

が
増
え
る
事
も
有
っ
て
人
口
を
増
や
さ

な
い
産
児
制
限
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の

結
果
だ
ろ
う
か
、
気
が
付
い
て
み
れ
ば
、

少
子
化
が
進
み
、
令
和
2
年
の
出
生
率

は
人
口
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
2.08
を

大
幅
に
割
り
込
み
1.36
と
な
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
日
本
民
族
は
や
が
て
消
え
て
し

ま
う
事
を
憂
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
い
る
。

　
現
在
、
武
漢
発
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
お
葬
式
に

人
が
集
ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
と
は
別
に
、
少
し
前
か
ら
、
お
葬

儀
を
簡
略
化
す
る
こ
と
を
合
理
化
と
考

え
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
人
間
に
は
寿
命
が
あ
る
の
で
、

老
い
も
若
き
も
や
が
て
は
あ
の
世
に
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
運
命
に
あ
る
の
で
、

出
生
、
結
婚
、
逝
去
は
人
生
の
一
大
事

で
、
世
界
中
が
こ
の
節
目
を
大
切
に
す

る
が
、
こ
れ
に
抵
抗
す
る
の
で
あ
る
。

　
我
々
人
間
は
生
物
で
、
44
億
年
前
に

誕
生
し
た
生
命
を
継
承
・
進
化
し
て
今

日
に
至
っ
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
、
よ

り
進
化
速
度
を
高
め
る
遺
伝
子
交
換

法
・
有
性
生
殖
を
身
に
着
け
て
、
動
物

に
限
ら
ず
、
植
物
全
般
の
生
命
を
継
承

す
る
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
出
生

率
の
低
下
は
生
命
体
と
し
て
大
問
題
な

の
で
あ
る
。

　
日
本
民
族
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
ら
、

日
本
の
仏
教
も
消
え
る
で
あ
ろ
う
。
祖

先
の
霊
が
極
楽
に
留
ま
れ
る
か
、
今
後

亡
く
な
る
若
者
達
の
霊
が
何
処
を
さ
迷

う
の
か
心
配
で
あ
る
。

　
精
神
の
安
寧
は
、
福
祉
と
し
て
も
重

要
な
の
で
、
悩
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

Ｔ
．Ｙ
．Ｓ

『
少
子
高
齢
化
に
思
う
』

11月5日 匿　名
皆さまからのあたたかい心遣いありがとうございます。社会福祉協議会への寄付は税制控除の対象となります。

50,000円寄　付

悲
田
院 

No.
68


